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●実施日時 平成２５年９月２２日(日)８：００～１４：００（晴）

●実施場所 野田南緑道（地番：福島区野田1丁目1番地）

大阪中央卸売市場の南、安治川沿いの遊歩道

●実施内容 ①「新鮮朝市」飲食・物販ブース
食のテーマに合致したフード ・商品 ・サービスを提供

26店舗が出店

②食育体験コーナー
8:20～競り体験(1回目)

9:20～食育「旬の野菜の講座」

10:20～高知海洋高校女子高生（ツナガール）による

マグロの解体実演

11:10～かつおの藁焼き体験

キッズレストラン（9:00～、11:30～） 15名

こども職業体験（10:00～、11:30～） 8名

船上ファミリーコンサート(ぼくときみ）（9:00～、11:30～）

12:20～競り体験(2回目)

③海鮮バーベキュー

朝市で購入した新鮮な食材を楽しむバーベキューエリア

①8：00～9：45 ②10：00～11：45 ③12：15～14：00●実施報告

今回のざこばは、9月のさわやかな秋晴のもと開催され、

3931人の入場者がありました。気温は30度以上と予想より

高く、熱中症予防に配慮しながらの開催となりましたが、前

回同様、塩分を含んだ熱中症予防飴の配布や水分補給の

呼び掛け、氷の保冷箱3箇所設置などにより無事熱中症の

発生もなく盛況に終わりました。

せり体験には、常連・新規を問わず、大勢のお客さまが集

まり、お目当ての魚を競り落とそうと熱心なまなざしを向けて

おられました。 台船上室内でのマグロの切り身量り売りや、

今回新たに開催された高知県とのコラボ企画「高地海洋高

校女子高生！ツナガ―ルによるマグロの解体実演」、かつお

の藁焼き体験も大人気でした。お店の販売体験が出来る

キッズ職業体験や２店舗（クッチーナ笠井・オタフクソース）で

開催されたキッズレストランにも多数の申し込みがあり、子

供たちの元気な歓声が会場を盛り上げていました。

第12回『天下の台所 ざこばの朝市』
まってました収穫祭！秋の味覚だよ！全員集合！

今回も4千人近くの来場者がありました。

キッズ職業体験受付の様子

飲食・物販ブースのほか、様々な
イベントをお楽しみいただきました。

まぐろの切売販売
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競りの様子

子どもレストラン（クッチーナ笠井）

食育講座は会場が満席になるほどの人気 講師の高山先生

子どもレストラン（オタフクソース）

船上ファミリーコンサート

抽選会場は長蛇の列

高知県とのコラボ企画「高地海洋高校女子高生！ツナガ―ルによるマグロの解体実演」

高知県も会場で地元のＰＲ！
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スイ―ツデコ体験 （マザープラス）

鰹の藁焼き体験

松坂牛の屋台も盛況
（ジャパンウェスト）

新鮮野菜をゲットしようと早朝から人だかり
（八百鮮）

暑い中、ビールやジュースの
売れ行きも上々でした。
（魚河岸たちばな、和食のげんし）子どもコーナーでの豆運び

（食生活改善推進委員会）

スーパーボールすくい みんな真剣な表情！
(水御青年会）

東北物産の販売
じゃんけんで子供に勝つ
と焼きそばが割引に！

無農薬・有機栽培野菜の販売
（ととろみファーム）


